
                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印南町⾧ 
日裏 勝己 様 

 

６
月
22
日
、
日
高
川
交
流
セ
ン
タ

ổ
で
、
第
８
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
人
出
席
48
人
、
委
任
状

９
人
、
書
面
議
決
書
97
人
、
総
代
数

１
５
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

議
案
第
一
号
か
ら
附
帯
決
議
ま
で

慎
重
に
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

柏
木
組
合
⾧
が
開
会
宣
言
を
お
こ

な
い
、
続
く
開
会
あ
い
さ
つ
で
、
出
席

さ
れ
た
総
代
の
み
な
さ
ん
へ
の
御
礼

と
来
賓
へ
の
謝
辞
を
述
べ
た
後
、
組
合

の
目
指
す
基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て

理
念
も
交
え
て
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
来
賓
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

総
代
会
の
議
⾧
は
寒
川
正
人
さ
ん

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

議
事
終
了
後
、
藤
野
副
組
合
⾧
が
閉

会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。 

紀中森林組合だより 2024 年 7 月 
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第 8 回 
通常総代会開催 

通
常
総
代
会
提
出
議
案 

【
議
案
第
１
号
】令
和
５
年
度
決
算
関
係
書
類
及
び

剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て 

【
議
案
第
２
号
】令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

【
議
案
第
３
号
】令
和
６
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度

の
決
定
に
つ
い
て 

【
議
案
第
４
号
】
各
種
手
数
料
率
に
つ
い
て 

【
議
案
第
５
号
】１
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最

高
限
度
額
及
び
貸
付
金
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て 

【
議
案
第
６
号
】余
裕
金
の
預
入
れ
先
金
融
機
関
の

決
定
に
つ
い
て 

【
議
案
第
７
号
】
役
員
報
酬
の
決
定
に
つ
い
て 

 
 

【
議
案
第
８
号
】
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

【
附
帯
決
議
】 

 

購買コーナー 

ぜひお立ち寄りください。 

印南事業所でも販売しています。 

加工センターでは、「たんころいす」「まき」「いろいろな木工製品」などの制

作も行っています。原木や背板も扱っていますので、皆様のご利用をおまち

しています。      (加工センター⾧ 中敬男 工場⾧ 栗田正治) 

TEL 0738-54-0701 

FAX 0738-54-0422

担当 業務課 杉谷係長 

          楠 係長 

          西川係長 

和歌山・紀中の森の恵みを全国に 
「印南町・日高川町」ふるさと納税 返礼品 

  

正角材ベンチ 
職
人
が
ひ
と
つ
ひ

と
つ
手
作
業
で
つ

く
る
返
礼
品
は
、

ほ
の
か
な
木
の
香

り
や
温
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
と
好
評

で
す
。 ｽﾘﾂﾄ型ベンチ バスケット 

総
代
会
資
料
叐
厒
各
事
業
所

双
備
厪
付
厳
叇
厦
叟
去
厓 

あ
な
た
が
お
持
ち
の
森
林

の
土
地
の
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
？ 

• 

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
相
続

に
よ
ỵ
て
不
動
産
を
取
得
し

た
こ
と
を
知
ỵ
た
日
か
ら
３

年
以
内
に
、
相
続
登
記
の
申
請

を
行
う
こ
と
が
義
務
に
な
り

ま
し
た
。 

 • 

法
施
行
よ
り
前
に
相
続
し

た
不
動
産
も
、
義
務
化
の
対
象

で
す
。 

 • 

新
た
に
設
け
ら
れ
る
「
相

続
人
申
告
登
記
制
度
」
に
よ

り
、
早
期
に 

遺
産
分
割
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
義
務
を
簡
易
に
履
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。 

 

来
賓
の
皆
様 

 

日
高
川
町
⾧ 

 
 

 
 

 
 

久
留
米 

啓
史 

様 

印
南
町
⾧ 

 
 

 
 

 
 

 

日
裏 

勝
己 

様 

日
高
川
町
議
会
議
⾧ 

 
 

 

伊
奈 

禎
胤 

様  

印
南
町
議
会
議
⾧ 

 
 

 
 

堀
口 

晴
生 

様 

日
高
振
興
局
農
林
水
産
部
⾧ 

赤
津 

民
芳 

様 

森
林
備
セ
ン
タ
ổ
和
歌
山
水
源
林
整
備
事
務
所 

 

所
⾧ 

荒
木 

俊
博 

様 

日
高
振
興
局 

林
務
課
⾧ 

 

青
木 

一
高 

様 

印
南
町
産
業
課
⾧ 

 
 

 
 

平
田 

雅
則 

様 

日
高
川
町
林
業
振
興
課
⾧ 

 

山
下 

貴
史 

様 

 

 

印南町議会議⾧ 
堀口 晴生 様 

 

森
林
所
有
者
叏
皆
様
叙 

 
令和６年４月から 相続登記の申請が義務化されました 

お
問
い
合
わ
せ
先 

制
度
や
手
続
き
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
法
務
省W

eb

サ

イ
ト
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

求人案内・情報に関するお問い合わせ 
担当：代表理事専務 中 敬男  

TEL:0738-54-0701 Mail:naka@kichu-forest.com 

 

 

 (田辺木材共販所) 

 



                                                                                                     

 

䣗
販
売
部
門
䣘 

 

１
⁔
効
率
的
な
事
業
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
系
統

組
織
の
協
力
を
得
て
販
売
に
努
め
ま
す
。 

 

素
材
取
扱
計
画 

１
０
、
０
０
０ 

㎥  

２
⁔
間
伐
材
の
利
用
促
進
系
統
運
動
プ
ロ
ジ
ỽ
ク
ト
に

参
加
し
、
公
共
施
設
等
の
木
造
化
推
進
と
併
せ
、 

間
伐

材
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
公
共
土
木
事
業
等
へ
の
利

用
促
進
に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。 

 

䣗
加
工
部
門
䣘 

 

１
⁔
梱
包
材
の
生
産
を
中
心
と
し
て
、
積
極
的
な
生
産

出
荷
を
行
い
、
組
合
員
よ
り
出
荷
さ
れ
る
原
木
小
丸
太

を
有
効
活
用
し
、
山
主
還
元
に
取
り
組
み
ま
す
。 

２
⁔
効
率
的
な
生
産
を
目
指
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の

協
力
を
得
て
原
木
の
安
定
仕
入
に
努
め
ま
す
。  

３
⁔
製
材
品
の
更
な
る
単
価
ア
ỿ
プ
と
、
製
品
の
絞
り

込
み
を
進
め
、
生
産
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
収

益
性
の
高
い
製
品
を
中
心
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま

す
。 

 

䣗
森
林
整
備
部
門
䣘 

(
森
林
整
備
) 

・
造
林
保
育
事
業
の
推
進 

・
治
山
事
業
の
実
施 

・
建
設
事
業
の
実
施(
林
道
・

町
道
他
) 

・
植
生
の
再
生
を
図
る
た

め
、
皆
伐
事
業
を
積
極
的

に
実
施
し
ま
す
。 

(
利
用
) 

・
治
山
事
業
他
、
公
社
造
林

地
等
測
量
調
査
を
実
施

し
ま
す
。 

め
ま
し
た
が
、
森
林
所
有
者
で
の
伐
採
時
期
の
見
直
し 

な
ど
の
事
情
か
ら
、
素
材
取
扱
量
は
計
画
を
下
回
ỵ

て
、
し
い
た
け
生
産
事
業
は
、
ホ
ダ
木
の
老
朽
化
に
伴

う
発
生
量
の
減
少
等
に
よ
り
販
売
量
は
昨
年
度
か
ら

半
減
し
、
少
額
で
す
が
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。 

木
材
加
工
事
業
の
状
況
で
す
が
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
梱
包
材
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
土
木
資
材
・
マ
キ
等 

が
増
加
し
た
結
果
、
生
産
量
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
。

た
だ
、
収
支
で
は
昨
年
度
を
上
回
り
直
接
収
支
の
改
善 

最
終
年
度
目
標
値
を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
自
組
合
事
業
か
ら
の
原
木
調
達
の
促
進
と

生
産
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
黒
字
に
向
け
た
取
組
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

実
績
報
告
と
し
て
は  

●
素
材
生
産
部
門
⽇
皆
伐 

３
、
４
２
０
㎥ 

・
搬
出
間
伐 

２
、
２
１
４
㎥
・
そ
の
他 

３
３
５
㎥  

●
森
林
整
備
部
門
⽇
搬
出
間
伐 

５
⁔
０
１
ha 

・
切
捨
間
伐 

２
５
４
⁔
７
７
ha
・
植
栽 

８
⁔
７
１

ha
・
下
刈
り 

４
５
⁔
８
４
ha  

●
治
山
請
負
事
業
⽇
広
葉
樹
林
化 

０
⁔
７
４
ha  

●
加
工
部
門
⽇
梱
包
材
を
中
心
に 

１
、
２
６
５
㎥
の
製

造
販
売  

●
ユ
ổ
カ
リ
栽
培
管
理
⽇
５
⁔
７
８
ha
の
栽
培
管
理

を
行
い
ユ
ổ
カ
リ
枝
葉 
３
、
１
６
８
本
の
出
荷
を
行

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
人
材
確
保
に
は
大
変
苦
労
し
て

い
ま
す
が
、
令
和
６
年
５
月
頃
ま
で
に
中
途
採
用
で
２ 

名
が
新
た
に
仲
間
に
加
わ
ỵ
て
く
れ
ま
す
。 
以
上
、
諸

事
業
の
遂
行
に
よ
り
、
当
期
余
剰
金
を
計
上
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
職
員
・
現
業
職
員
の
努
力
の
賜
で
あ
り
、

併
せ
て
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
と
、
ご
指
導
・
ご
支
援

賜
り
ま
し
た
和
歌
山
県
、
日
高
川
町
、
印
南
町
、
関
係

機
関
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
５
年
度
事
業
経
過
報
告
䣗
概
要
䣘 

 

国
内
外
に
お
い
て
、
不
安
定
な
社
会
情
勢
や
原
材
料

の
高
騰
等
に
よ
る
物
価
の
上
昇
、
急
激
な
円
安
な
ど
日 

本
社
会
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
柄
が
発
生

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
昨
年
５
月
に
第
５
類
相
当
に
移
行
し
て
、
経
済

社
会
活
動
で
の
制
約
が
解
消
さ
れ
、
経
済
活
動
も
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
雇
用
情
勢
の
改
善
、
賃
金
の
上
昇
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

木
材
の
利
用
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
全
国
の
住
宅

着
工
戸
数
は
右
肩
下
が
り
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。  

紀
中
流
域
に
お
い
て
は
、
日
高
川
町
大
滝
川
か
ら
印

南
町
と
の
町
境
を
通
ỵ
て
田
辺
市
龍
神
村
小
家
間
の

延
⾧
２
０
キ
ロ
を
通
る
計
画
の
「
林
道
日
高
中
央
線
の

新
設
」
が
今
年
度
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。  

森
林
組
合
に
と
ỵ
て
は
、
生
産
性
の
向
上
・
森
林
資

源
の
活
用
等
、
紀
中
流
域
の
活
性
化
に
果
た
す
役
割
は 

大
き
い
と
考
え
ま
す
。  

林
道
の
新
設
に
よ
ỵ
て
、
機
械
化
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
生
産
コ
ス
ト
縮
減
並
び
に
組
合
員
が

所
有
山
林
に
容
易
に
到
達
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
環
境

保
全
へ
の
貢
献
や
将
来
の
収
入
増
に
向
け
て
、
森
林
整

備
の
必
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。  

森
林
整
備
事
業
の
状
況
で
す
が
、
組
合
員
各
位
の
ご

理
解
、
ご
協
力
と
共
に
現
業
職
員
の
努
力
に
よ
り
、
取 

扱
事
業
量
は
計
画
を
上
回
り
、
今
年
度
も
黒
字
を
計
上

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。  

ユ
ổ
カ
リ
栽
培
管
理
業
務
で
す
が
、
出
荷
本
数
は
計

画
を
上
回
る
事
が
で
き
、
収
入
面
で
は
大
幅
に
増
加
し 

黒
字
を
計
上
で
き
ま
し
た
。  

次
に
、
林
産
事
業
の
状
況
は
、
取
扱
量
の
増
加
に
努

令和 5 年度 剰余金処分案 

科 目 金 額 

Ⅰ当期末処分剰余金 26,625,523 

 1 当期剰余金 14,582,654 

 2 前期繰越剰余金 12,042,869 

Ⅱ剰余金処分額 15,000,000 

1 法定準備金 10,000,000 

2 任意積立金 5,000,000 

Ⅲ次期繰越剰余金 11,625,523 

 
組合員の状況 

資格区分 組合員数 出資口数 

正組合員 2,022 907,492 

准組合員 0 0 

合計 2,022 907,492 

・
東
京
都
の
受
託
事
業
と
し
て
、ユ
ổ
カ
リ
栽
培
管
理
、

供
給
業
務
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。 

・
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
森
林
施
業
の
最

効
率
化
を
図
り
ま
す
。 

・
緑
育
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

・
森
林
保
険
の
普
及
と
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。 

(
福
利
厚
生
) 

・
林
業
労
働
の
安
全
衛
生
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。 

(
購
買
) 

・
林
業
機
械
等
、
造
林
用
苗
木
、
林
業
用
薬
剤
、
肥
料

等
販
売
を
促
進
し
ま
す
。 

(
金
融
) 

・
組
合
員
の
事
業
推
進
を
図
る
た
め
の
制
度
資
金
を
推

進
し
ま
す
。 

 

䣗
管
理
部
門
䣘 

 

１
⁔
役
職
員
一
体
と
な
ỵ
て
事
業
量
の
確
保
、
運
営
の

効
率
化
、
財
務
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。  

２
⁔
売
掛
金
の
早
期
回
収
に
努
め
、
資
金
運
用
の
効
率

化
を
図
り
ま
す
。  

３
⁔
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
徹
底
を
図
り

ま
す
。  

４
⁔
林
業
労
働
力
の
育
成
確
保  

(

１)

有
能
な
森
林
組
合
ス
タ
ỿ
フ
を
育
成
確
保
し
、

役
職
員
の
意
識
改
革
と
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の

研
修
会
等
を
開
催
し
ま
す
。 

(

２)

県
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ổ
と
連
携

し
、
緑
の
雇
用
事
業
の
活
用
を
含
め
、
新
規
就
業
者
の 

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

５
⁔
林
業
労
働
安
全
衛
生
活
動
の
推
進  

日
高
・
有
田
の
森
林
組
合
で
結
成
し
た
、
森
林
組
合

労
働
災
害
防
止
協
議
会
は
、
林
業
労
災
防
止
協
会
和
歌

山
県
支
部
と
連
携
し
、「
林
業
死
亡
災
害
撲
滅
運
動
」
並

び
に
「
ゼ
ロ
災
運
動
」
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

䣗
指
導
部
門
䣘 

 Ộ
地
域
森
林
の
適
切
な
利
用
・
保
全
と
林
業
経
営
の
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
て
Ộ 

１
⁔「
経
営
改
革
」 

信
頼
さ
れ
、
仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
組
織
と
な
る
た
め

に
、
経
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
体
制
の
見
直
し
、
事
務

標
準
化
、
監
査
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

２
⁔「
森
林
管
理
体
制
」  

・
山
林
現
況
の
資
料
を
充
実
さ
せ
地
籍
調
査
事
業
等
を

活
用
し
な
が
ら
信
頼
さ
れ
る
デ
ổ
タ
ベ
ổ
ス
を
構 

 
 

 
 

築
し
ま
す
。  

・
組
合
員
に
対
し
経
費
負
担
を
抑
え
た
低
コ
ス
ト
施
業

の
提
案
を
行
い
林
業
経
営
の
持
続
を
図
り
ま
す
。  

・
施
業
共
同
化
プ
ロ
ジ
ỽ
ク
ト
(
団
地
化
に
よ
る
低
コ

ス
ト
林
業
)
を
進
め
ま
す
。  

・
組
合
員
へ
の
情
報
の
提
供
と
し
て
ホ
ổ
ム
ペ
ổ
ジ
の

活
用
及
び
年
に
２
回
広
報
誌
を
発
刊
し
ま
す
。  

・
ふ
る
さ
と
森
林
会
議
の
開
催
に
参
加
し
不
在
所
有
者

と
の
相
談
や
所
有
林
の
管
理
を
促
進
し
ま
す
。 

令
和
６
年
度
事
業
計
画
䣗
総
括
䣘 

 

「
人
と
山
を
守
る
」
を
ス
ロ
ổ
ガ
ン
に
森
林
の
も
つ

公
益
機
能
を
大
切
に
し
、
森
林
の
守
り
手
と
し
て
、 

地

場
産
業
と
し
て
地
域
を
維
持
す
る
林
業
の
担
い
手
と

し
て
の
自
覚
を
も
ỵ
て
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
る
開
か
れ
た
組
合
経
営
を
目
指
し
ま
す
。 

１
⁔
労
働
災
害
の
防
止
、
安
全
対
策
を
第
一
の
努
力

目
標
と
し
、
職
員
・
現
場
技
術
職
員
の
安
全
と
健
康
の

確
保
に
努
め
ま
す
。 

２
⁔「JForest 

紀
中
森
林
組
合
ビ
ジ
ἂ
ン 2030

」

に
定
め
る
「
１
０
年
後
の
夢
・
目
指
す
姿
」
の
実
現
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。 

３
⁔
３
、
５
０
０
ha
を
目
標
に
森
林
経
営
計
画
の

樹
立
に
取
組
み
、
施
業
の
集
約
化
を
目
指
し
ま
す
。  

４
⁔
国
有
林
及
び
和
歌
山
県
等
が
発
注
す
る
森
林
整

備
事
業
の
入
札
に
参
加
す
る
ほ
か
、
組
合
員
所
有
林 

の
森
林
整
備
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
森
林
研

究
・
整
備
機
構 

森
林
整
備
セ
ン
タ
ổ
と
の
分
収
造
林

事
業
を
実
施
し
ま
す
。  

５
⁔
森
林
環
境
譲
与
税
や
森
林
経
営
管
理
制
度
に
よ

り
地
域
の
森
林
管
理
に
お
け
る
市
町
村
の
役
割
が
高 

ま
ỵ
て
お
り
、制
度
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、日
高
川
町
・

印
南
町
が
実
施
す
る
対
象
地
の
選
定
や
森
林 

所
有
者

へ
の
意
向
調
査
へ
の
協
力
等
、
引
き
続
き
森
林
の
適
切

な
整
備
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。  

６
⁔
管
内
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
の
多
く
が
本

格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、「
伐
ỵ
て
」「
使
ỵ 

て
」「
植
え
る
」
と
い
う
循
環
型
林
業
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。  

７
⁔
加
工
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度
が
収
支
改

善
を
目
指
す
最
終
年
度
と
し
て
、
直
接
収
支
の
改
善 

目
標
値
を
上
回
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
更

に
、
原
木
調
達
の
促
進
、
生
産
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め

黒
字
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。 

  
 

森
林
組
合
で
働
く
方 

募
集
中 


